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̶  48  ̶
メンガー経済学の世界（山﨑）
語の代わりに『人間の意識的目的の達成にとって不可欠な条件に当たる
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　　 「『知るということは諸原因を通じて知るということ。（“Scire est per 
causas scire.”）』だから，『国民経済』の現象，すなわちわれわれがこう
した言葉で呼び慣れている，あの複雑な人間現象を理論的に理解しよう























































































































































































































̶  56  ̶
メンガー経済学の世界（山﨑）
　　 「理論的真理にたいするただ一つの認識原則は，ただ一回だけでも観察
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されたことは，厳密に同じ事実的条件のもとでは，絶えず繰り返し現象
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とならなければならない















































































































































































̶  62  ̶
メンガー経済学の世界（山﨑）
方向が，ひとつのルール
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［傍点，ポランニー］としていっしょに生じて
もそして，実際にはほとんど
4 4 4 4
［傍点，ポランニー］別々に見いだされる
ことはないとしても，やはりこのふたつは本質的に異なるそして互いに
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独立した源泉から
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